
1

森口 祐一

循環経済を活かし自然再興と調和する炭素中立社会への移行
に関する検討委員会委員長

日本学術会議第三部会員 （環境学委員長）

東京大学名誉教授

前国立環境研究所理事（研究担当）(2019-2024年度)

第１回 2025年5月15日（木）10：00～12:00
第２回 2025年5月20日（火）10：00～12:00 （課題別委員会の第12回を兼ねて開催）
第３回 2025年5月21日（水）16：00～18:00
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カーボンニュートラル連絡会議と課題別委員会「循環経済を
活かし自然再興と調和する炭素中立社会への移行に関する

検討委員会」の意見交換会



背景：日本学術会議第26期アクションプラン
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出典：日本学術会議第194回総会 光石会長報告資料
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/sokai/siryo194-5.pdf



課題別委員会「循環経済を活かし自然再興と調和する
炭素中立社会への移行に関する検討委員会」

 委員構成（計15名） （下線は3/12開催の学術フォーラムの登壇者）

委員長：森口祐一(第三部) 副委員長：城山英明(第一部)

幹事：鈴木朋子(第三部)、野口和彦(連携会員)

委員：大塚直(第一部)、北島薫(第二部)、土井元章(第二部)、北川尚美(第三部)、
岸本康夫(第三部)、三枝信子(第三部)、辻佳子(連携会員)、橋爪真弘(連携会員)、
橋本禅(連携会員)、松八重一代(連携会員)、松方正彦(特任連携会員)

 開催状況

• 2024年6月21日の第1回以降毎月1回、2025年4月16日の第11回まで開催済み

• 2025年5月20日（第12回）、5月22日（第13回）開催予定

 意思の表出に向けて

• 申出書・骨子案を1月末に科学的助言等対応委員会に提出。委員会から受領し
た意見、学術フォーラムの成果を取り入れた提言案を作成中。 CN連絡会議と
の意見交換の成果も反映し、査読に付す提言案を５月中を目標にとりまとめ。 3

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/c-neutrality/index.html

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/c-neutrality/index.html


4https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/carbon/pdf/siryo2501-5-2.pdf

第25期の取組：カーボンニュートラル活動の俯瞰デザイン

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/carbon/pdf/siryo2501-5-2.pdf


第25期の取組：カーボンニュートラル活動の俯瞰

5https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/carbon/pdf/siryo2502-2.pdf

本課題別委員会の主たる検討対象

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/carbon/pdf/siryo2502-2.pdf


関連が深い政府の主な基本計画、基本方針等

地球温暖化対策計画(2025年2月18日閣議決定）

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/keikaku/250218.html

第７次エネルギー基本計画(2025年2月18日閣議決定）

https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_plan/

第六次環境基本計画（2024年5月21日閣議決定）

https://www.env.go.jp/council/02policy/41124_00012.html

第五次循環型社会推進基本計画（2024年8月2日閣議決定）

https://www.env.go.jp/recycle/circul/keikaku.html

生物多様性国家戦略2023-2030（2023年3月31日閣議決定）

https://www.env.go.jp/press/press_01379.html

GX実現に向けた基本方針(2023年2月10日閣議決定）

https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230210002/20230210002.html
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https://www.env.go.jp/earth/ondanka/keikaku/250218.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_plan/
https://www.env.go.jp/council/02policy/41124_00012.html
https://www.env.go.jp/recycle/circul/keikaku.html
https://www.env.go.jp/press/press_01379.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230210002/20230210002.html


地球温暖化対策計画の閣議決定とNDCの提出(2025年2月18日)

7出典 内閣官房・環境省・経済産業省：地球温暖化対策計画の概要 https://www.env.go.jp/content/000291668.pdf

パリ協定に基づく「国が決定する貢献」
（Nationally Determined Contribution)



3月12日に開催した学術フォーラム

8https://www.scj.go.jp/ja/event/2025/376-s-0312.html

産官学民からの４名の講演者
• 高村ゆかり氏（第25期日本学術会議副会長、

東京大学未来ビジョン研究センター教授）
• 秦 康之氏 （環境省総合環境政策統括官）
• 吉高まり氏（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング

フェロー）
• 小西雅子氏（公益財団法人世界自然保護基金

ジャパン専門ディレクター）

学術会議分野別委員会・分科会からのパネリスト
• 北島 薫第二部会員（統合生物学委員長）
• 岸本康夫第三部会員（材料工学委員長）
• 下田吉之第三部会員（土木工学・建築学委員会/

環境学委員会カーボンニュートラル都市分科会
委員長)

• 岩城智香子連携会員（総合工学委員会エネルギ
ーと科学技術に関する分科会副委員長）

講演資料、記録動画を下記HPに掲載



学術フォーラムにおけるパネル討論の主なテーマ
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1. 複数課題、とくにCN(炭素中立)とNP(自然再興)の同時達成の課題と次の一歩

2. CNと密接に関わるエネルギー需給の主要課題：エネルギー基本計画を受けて
（率直な感想、目標達成の可能性、自分ならどういう割合としたいか、という事前質問あり）

3. 各セクター対してこれまで以上に期待される取り組み、役割
例：企業について、CSR・情報開示、技術開発（CCSについて事前質問あり）など

4. セクター間、セクター内の「力の結集」はどうすれば加速できるか
（3.と関連して、学術に期待される役割を含む）



検討中の提言の概要
 表題案

気候危機に対処するための産官学民の総力の結集

－循環経済を活かし自然再興と調和する炭素中立社会への転換－

 提言本文の章立て案（骨子）

1. はじめに

2. 気候変動の現状と対策の重要性

3. CN施策を取り巻く状況

4. CNの実現性への課題

5. CNとCE、NPとの同時達成に関する課題

6. 提言

 提言の項目構成案

(1) 予想より早く進展する気候変動への国内外の対策加速のための危機意識の共有

(2) 2050年目標達成のためのチェックポイントと実施主体を明確にした社会実装計画

(3) 地域に根差し産官学協調の強みを活かした社会実装の支援策

(4) Evidence-based Policy Makingのための政策・対策の社会実装における学術の役割

(5) CNとCE、NPとの間の共通利益・相反性の整理に基づく同時達成の戦略

(6) 課題群の俯瞰的整理に基づく複合的課題の複数主体によるガバナンス

(7) 地球レベル・地域レベルの持続可能性の両立 10



CN連絡会議からご意見、情報提供いただきたい主な事項

・提言案の構成案、内容に関する質問、コメント

・これまで以上に学術に期待される取り組み、役割

（例えば産官学(民)連携における調整役）

・Good practiceの具体例

（地域における取組、産学連携の場づくり、研究プロジェクトなど）

・連絡会議を構成する委員会、分科会等からの意思の表出の予定、
公開行事の開催予定

（本課題別委員会からの提言のみで細部まで包括的にカバーすることは困難であ
り、第26期に学術会議からＣＮに関連する複数の意思の表出が発出されることが
期待されている） 11
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